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コロナ禍を生き延びています 

  小井沼眞樹子 

小さな者を覚えて、多くの皆さんがお祈りと尊

い献金を捧げてくださることを心から感謝してい

ます。 

お蔭様で４月半ばには２回目のワクチン接種

が済んで、ブラジルのコロナ死者総数が 50 万人

を超えるなか、いのちが守られ健康を与えられ

て生活しています。とはいえ、長引くコロナ禍の

もとで、ひとり寡黙な自粛生活を続けるのもホトホ

トうんざり、頭にどんより雲がかぶさっているよう

で（いまサルバドールは雨季なのです）うつうつ

とした気持ちを拭えません。そして、大統領の悪

態ぶりや政治家たちの腐敗、貧しい民衆の深刻

な窮状、それらの事情を言語の壁でよく把握で

きないもどかしさもストレスを加える要因になって

います。 

このように辛い気持ちを初めに正直に吐き出

すと、自然にプラス思考が湧いてくるのはいのち

の法則でしょうか、有難いことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

☆懺悔の日々 

長い孤独な生活のなかで、自然に遠い昔か

らの出来事を思い出す時間を多く与えられて

います。子ども時代や学生時代から今日に至

るまでの自分のいろいろな過ちや失敗、人間

関係の破れ、無自覚のうちにひとを傷つけて

いたこと等々が浮かんできて、何て自分はひ

どい人間だったかと、懺悔の思いに浸ること

しばしば。優しかった亡夫の写真の前で「ご

めんね、クニミツさん」とつぶやくのも毎度

のこと。 

 

 

 

 

 

 

イエスさまの十字架と復活によって示された

神の愛、「私を生きてよい」という生の是認

を繰り返し受け取って、「再起動」していま

す。 

☆嬉しい交わりの再開 

５月初旬に免疫が確定しましたので、ホッとし

て外出するのが少し楽になりました。そんな折、

「ここの住人も全員ワクチンを終了したので来て

ください」と声がかかり、トリンダージ共同体での

昼食準備の奉仕に一年半ぶりに復帰しました。 

その共同体は、もとホームレスだった人々が

古い教会堂を借りて共同生活をしている場所で、

５年前から週に一度ボランティアとして関わりを

続けてきました。シンプルな人たちの優しい、温

かい心に触れて、何よりも心安らぐ場所です。そ

の交わりのなかで、ときどき聖書の言葉がストン

と心に落ちる体験を与えられるのです。 
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 そのようにして、自

分の有り様に奥深く

潜んでいた欠陥をし

かと見つめ直すこと

は、決して快いことで

はないけれども、私に

とって、いま、必要な

ことなのだろうと受け

止めています。そして、 

 

コロナ死者 50 万人

を追悼する集会。 

ボンフィン教会前の

「聖なる丘」にて。 

（ボンフィン＝よき終

わり） 
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☆ヴァレリオ・シルバ合同長老教会の近況 

 ヴァレリオ教会は相変わらず週に一度 SNS の

ビデオ通話で祈祷会を持つ以外は、活動ができ

ない状態です。ですが、ペーシリオ牧師が教会

員やその家族の誕生日を祝う動画を作成するよ

うになり、そこに私たちがメッセージや写真を加

えて素敵な動画ができ上がります。誕生日をみ

んなで熱く祝う文化がブラジルにはあり、この動

画配信は離れている各人を結びつける一助に

なっています。 

コロナ感染の拡大が続くなか、５月にはとうとう

教会員の一夫妻が感染し夫は入院、妻は自宅

療養、幼い子供二人は祖父母に預けられてしば

らくとても大変な日々が続きました。皆で心を合

わせて祈り、幸いなことに重症化せずに早めに

退院でき、子どもたちには感染せずに済んでホ

ッとしました。 

 ６月には、国際的な慈善団体ワールドビジョン

から基本食糧品のパック（セスタ・バージカ）が５

０包近隣教会へ寄付されたのを、半分おすそ分

けで２５包頂きました。ヴァレリオ教会に関わりの

ある貧困家庭に届けて喜ばれました。 

☆会堂建築の現状と任期のことなど  

皆さんから篤いお祈りとご支援を頂いている

新会堂建設工事は、３月までに一応完了しまし

た。 

昨年末に資金が底をついていたので、完了まで

あと少しの資金を、トーマス基金（注：亡夫が遺し

てくれた宣教資金）から８０.５００レアイス(約 180

万円)を立て替えました。 

 あとは、内部の備品を購入、設置すれば礼拝

を始められるところまでこぎつけたのですが、コ

ロナ禍で先に進むことができずに３ヶ月経ちまし

た。その間、牧師や教会員のワクチン接種が

次々に済んだので、資金さえ届けば行動開始と

なります。 

 ７月には、昨年と同様に息子を介して、日本の

口座に入金された献金や寄付を外国送金する

ことを考えています。昨年はブラジルサイドで換

金に大変苦労しましたが、今年は前例がありま

すから多分大きな問題はないでしょうと、楽観視

しています。 

 

↑新会堂、壁面に教会名を書く 

予定。→リフォーム予定の旧会堂 

 

 新会堂が完了しました後には、旧会堂のリフォ

ーム工事が残されています。青少年の教育活動、

地域の人々への生活支援の場となるコミュニティ

センターとして活用するためです。 

 このリフォーム工事の見積もりはまだ上がって

きません。このところ、ブラジルのインフレが高ま

り算段が難しいことも一理ありますが、迅速に事

が進まない現実に、忍耐しながら待っています。 

先日、このリフォームのためにある旧友が思い

がけず多額の寄付を送ってくださり、大感謝！  

「小さな群れよ、恐れるな、あなたがたの父は喜

んで神の国をくださる」ルカ福音書 12 章３２節 

 

↑密を避けるため、広

い会堂で食事をするよ

うになっていました。 

 

→ 目が不自由で認知

症の D さんをいつも J シ

スターが介助していま

す。 
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コロナ禍のせいで、日本でも様々に困窮する

人々が増え、その支援活動も活発化しています。

そういう状況下ですので、皆さまへの会堂献金の

お願いはこれで終わりたいと思います。本当にこ

れまで多くの方々から頂いた多大なご支援をあり

がとうございました。かならずや豊かな実りをもたら

す結果を見ることになるでしょう。神の国の「からし

種のたとえ」を証しすることができますように、ヴァ

レリオ教会の皆で心を合わせて祈っています。 

 これらのリフォーム工事を残る半年間に完了できれ

ば、私のサルバドールでの宣教目標が達成しますの

で、契約通りに 2021 年末をもって任期を終了いたし

ます。コロナ禍の状況を見ながら、一旦帰国してサ

ルバドール宣教報告会を開きたいと思っています。 

 その後の身の振り方については、教団委員会の

先生方とも相談していますが、私の願いは、健康

が許す限り、サンパウロに戻って日系高齢者の

方々と日本語による信仰の交わりの中で奉仕する

ことです。しかしながら、教団派遣の宣教師を引退

する方向に気持ちが向かっています。最終的には、

私の願いではなく神さまのみ心が成りますようにと

祈っていきたいと思います。 

 また、ブラジルの貧しい人々の間で奉仕する新し

い宣教師が起こされますよう、どうぞお祈りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆テクノロジーの恩恵によって 

 ある日、日本の妹から連絡があり、池袋朝祷会が

東京の緊急事態宣言のためにしばらくの間 zoom で

集会をするようになったので、ブラジルにいる私に奨

励をお願いしたいということでした。朝祷会は私の祖

父が創設し、その後全国組織へと発展、今年 60 周

年を祝ったエキュメニカルな祈祷会です。「祈りの人」

だった祖父の信仰を思い起こす良い機会とも受け止

めて、感謝して引き受けました。 

テクノロジーの恩恵で遠方の多様な教会から人々

が参加して祈りを共にしました。ブラジルは自然も人

間も、被造物すべてが呻き、民衆は苦境や飢えにさ

らされている大地であることを紹介。コロナ禍で何も

仕事がなく孤立生活の中、路上で出会う隣人に少し

のお弁当を手渡すことで具体的な関りが生まれ、そ

れが孤独な生活を支える心棒になっていること、また、

コロナ禍はイエスさまの愛に根差した方向転換をす

べきチャンスと捉えるべきと話しました。 

その場に、クリスチャン新聞の記者が参加してお

られ、すぐ後日、同新聞への寄稿を依頼されたので

す。何度か繰り返し書いてきたことをまとめた拙稿が、

クリスチャン新聞６月６日付に掲載されました。文字

が小さく読みづらいと思いますが、ご笑覧いただけれ

ば幸いです。 
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    小井沼眞樹子宣教師と共に歩む会会計報告    2021.1.5～2021.6.30 

収 入  支 出  

項 目 金 額 項 目 金 額 

会費・特別献金 省 略 支援金 省 略 

利息  事務費  

    込手数料  

小 計  小 計  

前月より繰越  次月へ繰越  

合 計  合 計  

    
 

収 入  支 出  

項 目 金 額 項 目 金 額 

会堂建築献金 省 略 支援金 省 略 

   振込手数料  

小 計  小 計  

前月繰越金  次月へ繰越  

合 計  合 計  

 

年会費・特別献金者名（敬称略・順不同）      2021.1.5～2021.6.30 

 

 省 略 

                          

 

 

  会堂建築献金 

   省 略 

 

 


